
 表 2：東 京 ・週 ４日 勤 務 は 、 時 間 賃 金 見 直 しで年 間  34 ,065円 減

60歳超え契約社員　東京・週4日（水曜休み）旧賃金制度の年収　

　 年 収 　（ 円 ） 1 ,9 1 3 ,8 9 5

基本賃金 水準調整 勤務時間 年間勤務日数
基本賃金 875 13 7 .5 195
年間基本賃金

基本賃金 勤務時間 1月の勤務日数 支給月数
特別手当 875 7.5 21×4/5 5.58
年間特別手当

60歳超え契約社員　東京・週4日（水曜休み）新賃金制度の年収　

　 年 収 　（ 円 ） 1 ,8 7 9 ,8 3 0

基本賃金 地域調整 勤務時間 年間勤務日数
基本賃金 1,000 188 7 .5 195
年間基本賃金

基本賃金 勤務時間 1月の勤務日数 支給月数
特別手当 1,000 7.5 21×4/5 1.13
年間特別手当

年 間 基 本 賃 金 +年 間 特 別 手 当

（1000+188）×7.5×195＝1,737,450

1000×7.5×21×4/5×1.13＝142,380

年 間 基 本 賃 金 +年 間 特 別 手 当

（875+13）×7.5×195＝1,298,700

875×7.5×21×4/5×5.58＝615,195

    表 1 ： 今 年 度 以 降 あ ら た に 雇 用 さ れ る 6 0 歳 超 え

　     　 　 契 約 社 員 の 時 間 賃 金 見 直 し に よ る 年 収 減 額

勤 務 形 態 東 京 神 奈 川 埼 玉 、 千 葉 茨 城 な ど
フ ル タ イ ム 2 8 ,0 4 9 2 1 ,1 7 0 1 2 ,4 7 0 7 ,4 1 4
週 4 日 勤 務 3 4 ,0 6 5 2 9 ,9 2 5 2 7 ,2 4 8 5 ,5 5 8
週 3 日 勤 務 3 0 ,6 1 1 2 6 ,4 6 0 2 3 ,3 8 9 6 ,2 7 8

　 （ 注 ） 週 4 日 勤 務 は 水 曜 休 み で 試 算 （ 単 位 ： 円 ）

　 　 　 　 週 3 日 勤 務 は 水 曜 と 金 曜 休 み で 試 算

憲
法
違
反
の
法
案

廃
案
し
か
な
い

安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
地

球
上
ど
こ
で
も
自
衛
隊
を
派
兵

し
て
、
米
軍
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

「
戦
争
参
加
法
」
で
す
。

圧
倒
的
多
数
の
憲
法
学
者
、

弁
護
士
、
歴
代
内
閣
法
制
局
長

官
や
最
高
裁
元
判
事
が
、
こ
の

戦
争
法
案
は
、
「
憲
法
違
反
」

と
明
言
し
て
い
ま
す
。

各
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、

半
数
以
上
の
人
が
安
保
法
案
に

「
反
対
」
で
す
。
さ
ら
に
は
８

月
10
日
の
埼
玉
知
事
選
の
共
同

通
信
の
出
口
調
査
で
は
、
自
民

党
支
持
層
で
あ
っ
て
も
、
安
保

法
案
に
「
反
対
」
は
61
％
超
に

達
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
世
論
を
無
視
し
て
、

数
の
力
で
押
し
通
す
こ
と
な
ど

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
憲
法

違
反
の
法
案
は
廃
案
に
し
、
安

倍
政
権
は
退
陣
す
べ
き
で
す
。

平
和
外
交
こ
そ
が

安
全
と
暮
ら
し
を
守
る

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
の

削
減
や
被
災
地
切
り
捨
て
、
残

業
代
ゼ
ロ
や
生
涯
派
遣
を
す
す

め
る
安
倍
政
権
。

そ
の
一
方
で
、
軍
事
費
は
来

年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
過
去

最
高
の
６
兆
円
近
く
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
武
器
な
ど
の
購

入
費
の
支
払
い
を
翌
年
度
以
降

に
先
送
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー

ン
残
高
は
５
兆
円
弱
に
な
り
ま

す
（
右
図
）
。

こ
れ
は
、
戦
争
法
案
に
よ
る

海
外
派
兵
の
大
幅
拡
大
に
備
え

る
安
倍
政
権
の
姿
勢
を
示
す
も

の
で
す
。
軍
事
費
を
削
っ
て
、

社
会
保
障
や
減
税
に
回
す
べ
き

で
す
。
軍
事
力
に
頼
ら
な
い
平

和
外
交
こ
そ
、
日
本
の
安
全
と

暮
ら
し
を
守
る
道
で
す
。
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私
た
ち
が

戦
争
し
な
い
未
来
を
つ
く
る

戦
争
法
案
廃
棄
に
向
け
た
国
民
の
声
と
行
動
は
全
国
津
々
浦
々
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月

30
日
の
抗
議
行
動
に
は
国
会
周
辺
に

12
万
人
が
集
ま
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
も
大
き
く
取
り
上
げ

ま
し
た
。
戦
争
法
案
は
９
月
が
攻
防
の
頂
点
で
す
。
「
戦
争
法
案
廃
棄
・
安
倍
内
閣
打
倒
」
の
行

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
戦
争
し
な
い
未
来
を
つ
く
る
の
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
で
す
。

１２万人が集まった戦争法案反対の８・３０国会包囲

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
時
間
賃
金

の
見
直
し
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
最
低
賃
金
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
提
案
で
は
、
今
年
度
以

降
あ
ら
た
に
雇
用
さ
れ
る
契
約
社
員

の
時
間
賃
金
を
、
フ
ル
タ
イ
ム
は
１

０
１
０
円
、
週
４
日
勤
務
な
ど
は
１

０
０
０
円
に
そ
れ
ぞ
引
き
上
げ
る
代

わ
り
に
、
特
別
手
当
を
引
き
下
げ

「
月
例
賃
金
と
特
別
手
当
（
ボ
ー
ナ

ス
）
の
年
間
合
計
額
を
維
持
」
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
の
勤
務
日
数

で
実
際
に
計
算
し
て
み
る
と
、
東
京

の
週
４
日
勤
務
で
３
万
４
千
円
の
年

収
減
・
５
年
間
で
は
17
万
円
減
に
な

る
の
を
は
じ
め
、
茨
城
な
ど
の
「
非

加
算
地
域
」
で
は
、
５
０
０
０
円
超

の
年
収
減
と
な
り
ま
す
（
下
表
）
。

こ
れ
で
は
「
デ
フ
レ
脱
却
」
に
逆

行
で
す
。
せ
め
て
提
案
ど
お
り
、
年

収
は
以
前
と
同
額
と
す
べ
き
で
す
。

な
お
、
シ
ニ
ア
エ
キ
ス
や
シ
ニ
ア

プ
ロ
は
、
以
前
と
同
じ
金
額
で
す
。

今
年
度
62
歳
以
上
の
契
約
社
員
の
時

間
賃
金
の
減
額
は
、
２
面
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

最大年間３万４千円の減収

許せない！姑息な賃下げ

60歳超え契約社員の時間賃金

2015.9.1 東京新聞



表3 ： 東 京（ １級 加算 ） 地域 の試 算　　　　 　単位：円

フルタイム 週4日勤務 週3日勤務
6,554 20,039 15,401
7,904 20,601 16,160

10,010 21,780 17,381

11,234 23,501 19,009

表4 ： 神 奈川 県（ ２級 加算 ）地域 の試 算 　単位：円

フルタイム 週4日勤務 週3日勤務
5,126 18,930 14,585
6,129 19,239 15,155
7,763 21,263 17,010
9,932 21,333 17,400

表5 ： 埼 玉県  千葉 県（ ３級 加算 ） 地域 の試 算 　単位：円

フルタイム 週4日勤務 週3日勤務
1,874 19,283 14,850
2,531 19,340 15,231
3,692 21,011 16,821
5,263 21,849 17,788

表6 ： 茨 城県 な ど（非 加算 ） 地 域の 試算 　単位：円

フルタイム 週4日勤務 週3日勤務
2,268 939 1,295
2,579 1,891 2,346
4,779 3,209 3,672
5,783 3,594 4,298

東京（１級加算）地域

神奈川（２級加算）地域

埼玉、千葉　地域

 2015年度62歳以上
 2016年度63歳以上
 2017年度64歳以上

 2018年度65歳以上

 2015年度62歳以上
 2016年度63歳以上
 2017年度64歳以上
 2018年度65歳以上

 2015年度62歳以上
 2016年度63歳以上

 2017年度64歳以上
 2018年度65歳以上

 2017年度64歳以上
 2018年度65歳以上

 2015年度62歳以上
 2016年度63歳以上

茨城県など地域

10
年
で
７
倍
は

偽
り
の
脅
威
論

安
倍
政
権
は
、
戦
後
半
世

紀
に
わ
た
る
政
府
の
憲
法
解

釈
を
変
更
す
る
根
拠
と
し
て

「
格
段
に
厳
し
さ
を
増
す
国

際
情
勢
の
変
化
」
を
あ
げ
、

そ
の
具
体
例
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
「
領
空
侵
犯
に
備
え
た

自
衛
隊
機
の
緊
急
発
進
が

10

年
前
の
７
倍
に
増
え
」
た
と

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
図
の
と
お
り
、

緊
急
発
進
が
少
な
か
っ
た
２

０
０
４
年
に
比
べ
て
、
２
０

１
４
年
が
７
倍
に
な
っ
て
い

る
だ
け
で
、
１
９
８
０
年
代

の
冷
戦
期
と
比
べ
て
「
格
段

に
厳
い
情
勢
の
変
化
」
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
、
一
部
分
の
デ
ー

タ
ー
を
つ
ま
み
あ
げ
て
脅
威

を
煽
り
、
憲
法
解
釈
ま
で
変

え
る
と
は
、
国
民
を
バ
カ
に

し
て
い
ま
す
。

憲
法
解
釈
変
更
の

根
拠
は
こ
じ
つ
け

ま
た
、
安
倍
首
相
が
こ
だ

わ
り
続
け
て
き
た
中
東
・
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
で
の
集
団
的
自

衛
権
行
使
に
基
づ
く
戦
時
の

機
雷
掃
海
は
、
イ
ラ
ン
の
安

保
政
策
責
任
者
が
封
鎖
を
否

定
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
脅
威
論
は
中
国
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
今
年
５

月
の
段
階
で
は
南
シ
ナ
海
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
迂
回
ル
ー

ト
が
あ
る
の
で
機
雷
掃
海
は

想
定
し
に
く
い
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
南
シ
ナ
海
で
の
集

団
的
自
衛
権
行
使
に
基
づ
く

機
雷
掃
海
に
首
相
は
言
及
し

は
じ
め
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
、
こ
う
し
て

は
っ
き
り
と
し
た
根
拠
が
示

せ
な
い
ま
ま
「
脅
威
」
を
あ

お
り
、
数
の
力
で
憲
法
違
反

の
戦
争
法
案
を
成
立
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
時

間
賃
金
の
見
直
し
に
伴
い
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
提
案
で
は
、
「
年

間
合
計
額
を
維
持
」
す
る
は

ず
が
、
今
年
度

62
歳
以
上
の

契
約
社
員
も
、
表
３
～
表
６

の
と
り
減
収
額
が
年
々
大
き

く
な
る
よ
う
に
、
特
別
手
当

を
削
減
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
（
週
４
日
勤
務
は
水
曜

休
み
、
週
３
日
勤
務
は
水
・

金
曜
休
み
で
そ
れ
ぞ
れ
試
算
）
。

す
ず
め
の
涙
の
賃
金
を
さ

ら
に
削
る
の
は
許
せ
ま
せ
ん
。

年
収
を
せ
め
て
以
前
と
同
額

に
し
ろ
の
声
を
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

（
関
連
記
事
１
面
）
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こ
の

作
品

は
、

14
人
の
元
皇
軍
兵

士
が
日
中
戦
争
の

中
、
中
国
大
陸
で

何
を
し
て
き
た
の

か
を
痛
切
な
思
い

で
告
白
す
る
記
録

映
画
で
す
。

人
間
を
虫
け
ら

以
下
に
扱
っ
て
行
っ
た
生
体

解
剖
や
細
菌
実
験
。
自
ら
の

手
柄
の
た
め
に
行
っ
た
拷
問
、

大
量
処
刑
。
民
間
人
を
標
的

に
銃
剣
で
刺
す
殺
人
訓
練
。

兵
士
・

農
民
の
区
別
な
し
の

殺
戮
、
放
火
、
婦
女
子
へ
の

強
姦
。
「
殺
し
尽
く
し
、
奪

い
尽
く
し
、
焼
き
尽
く
す
」

と
い
う
鬼
畜
の
行
為
の
数
々
。

戦
争
と
は
、
人
間
の
良
心

を
麻
痺
さ
せ
人
間
性
を
奪
い

去
り
、
狂
気
の
中
で
し
か
生

き
て
い
け
な
い
存
在
で
あ
る

こ
と
を
何
の
気
負
い
も
な
く

こ
れ
ほ
ど
直
接
的
に
描
い
た

作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
実
に
憎
む
べ
き
は
、
私

た
ち
で
す
」
と
残
忍
な
加
虐

行
為
を
半
世
紀
以
上
経
っ
た

今
、
加
害
者
の
責
任
と
し
て

語
っ
て
く
れ
た
老
人
た
ち
の

勇
気
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。

日
本
は
被
爆
や
東
京
空
襲
の

〝
被
害
者
〟
と
し
て
か
つ
て

の
戦
争
を
数
多
く
語
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
中
国
大

陸
や
東
南
ア
ジ
ア
で
行
っ
た

蛮
行
等
〝
加
害
者
〟
と
し
て

の
行
為
は
語
ろ
う
と
し
ま
せ

ん
。現

在
、
国
会
で
は
「
戦
争

法
案
」
が
多
く
の
国
民
や
有

識
者
が
反
対
す
る
中
で
強
行

採
決
さ
れ
、
国
会
を
通
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
中
で
、
当
事
者
が
真
実

を
暴
く
と
い
う
、
勇
気
あ
る

こ
の
作
品
は
非
戦
平
和
の
大

切
さ
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く

れ
ま
す
。

（
み
）

日
本
鬼
子
・リ
ー
ベ
ン
ク
イ
ズ

２
０
０
１
年

日
本

８
月

29
日
千
葉
県
船
橋
市

に
て
、
東
日
本
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
合

同
労
働
組
合
第

15
回
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
①
光
コ
ラ
ボ

（
携
帯
電
話
会
社
が
光
回
線
も

販
売
す
る
こ
と
で
割
り
安
と
な

り
、
東
・
西
会
社
は
回
線
貸
業

へ
）
な
ど
の
影
響
で
、
職
場
の

統
廃
合
な
ど
が
進
ん
で
い
る
問

題
、
②
作
業
服
の
着
替
え
は
労

働
時
間
と
し
て
認
め
さ
せ
た
取

組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
中
旬
が
強
行
採

決
の
ヤ
マ
場
と
予
想
さ
れ
る
派

遣
法
改
悪
（
一
生
涯
派
遣
な
ど

の
問
題
）
や
戦
争
法
案
に
つ
い

て
は
、
反
対
の
た
た
か
い
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

今年度62歳以上の60歳超え契約社員の

時間賃金見直しによる年収減額

派
遣
法
改
悪
・
戦
争
法
案
を
廃
案
へ

Ｎ
関
労
東
本
部
第
15
回
大
会
開
く

厳
し
さ
を
増
す
情
勢
の
変
化
＝
具
体
性
な
し

安
倍
首
相
の
脅
威
論
、
イ
ラ
ン
か
ら
中
国
へ
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